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 １．はじめに                                      

 
 「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」（平成 30 年 11 月 26 日中央教育審議会答申）におい
て、高等教育改革の実現すべき方向性として 
 
・高等教育機関がその多様なミッションに基づき、学修者が「何を学び、身に付けることができるのか」
を明確にし、学修の成果を学修者が実感できる教育を行っていること 
 
 などが掲げられ、「学修者本位の教育の実現」が謳われています。 
 
 
 和歌山大学においても、本学が有する強みと特色を生かして、「何を学び、身に付けることができたの
か」という学修者本位の視点に立ち、自ら点検・評価（毎年度実施するモニタリング及び５～７年ごとに
実施するレビュー）を行い、その結果をもとに教育改善に努めています。 
 
 
 点検・評価を行うためのデータ・情報のうち、学生の学修成果や大学全体の教育成果に関係する情報に
ついて、『e-annual report』としてホームページで公表しています。公表に当たっては、「入学前・入学直
後の情報」「在学中の情報」「卒業時・卒業後の情報」「その他の情報」に分類することで、情報の検索が
容易となるよう工夫するとともに、ホームページでは最新データをご確認いただくことができます。当冊
子は＜ダイジェスト版＞として年度毎に事項を抽出してとりまとめたものです。 
 
 
＜和歌山大学ホームページ：e-annual report＞ 
https://www.wakayama-u.ac.jp/about/public_information_gallery/education-
information/qualityassurance/index.html 
 
 
 
 
  

https://www.wakayama-u.ac.jp/about/public_information_gallery/education-information/qualityassurance/index.html
https://www.wakayama-u.ac.jp/about/public_information_gallery/education-information/qualityassurance/index.html
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 ２．入学時・入学直後の情報                           

 
２－１ 入学者選抜の状況 
 
 入学者選抜については、「入学者受入れの方針」を定め、これに則して大学として求める資質・能力を
有する者を入学者として適切に選抜しています。 
 
和歌山大学学士課程 入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー） 
１．求める学生像 
 高等学校あるいはこれに相当する教育機関等における学習や活動を通して、次の知識・技能、能力、態
度を有する人を求める。 
 
（1）知識・技能 
   ・大学入学後の専門を学ぶための基礎となる知識・技能を有する人 
（2）思考力・判断力・表現力 
   ・課題解決に取り組むための基礎となる思考力・判断力・表現力を有する人 
（3）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
   ・多様で広い知的関心をもち、他者と関わって、主体的に学ぼうとする意欲や態度を有する人 
   ・身につけた知識や技能を活用し、課題解決に取り組む意欲や態度を有する人 
 
【入学後の期待】 
 入学時に求められる知識・技能、能力、態度をもとに、各学部・学環の専門教育及び教養教育を学修す
ることができるレベルにまで資質・能力を高めることを期待する。 
 
２．入学者選抜の基本方針 
 各学部・学環の特性に応じて、求めている資質・能力を適切に評価することができる選抜方法により実
施する。 
 
 
 
 全学の「入学者受入れの方針」に加え、学部等の学位プログラム毎にも「入学者受入れの方針」を定め、
これに則して入学者を選抜しています。 
 
（参考）各学部の入学者受入れの方針 
https://www.wakayama-u.ac.jp/admission/admission-policy/index.html 
 
 「入学者受入れの方針」に則した選抜が実施されているかを明らかにするため、入試方法の区分に応じ
た受験者数、合格者数及び入学者数等を以下に示します。 

https://www.wakayama-u.ac.jp/admission/admission-policy/index.html
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► 受験者数、合格者数、入学者数等について 

 
 
 

 

 
＜一般選抜前期日程_志願倍率年間推移＞       ＜一般選抜後期日程_志願倍率年間推移＞ 

  
 
＜一般選抜前期日程_志願者数＞           ＜一般選抜後期日程_志願者数＞ 
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 ３．在学中の情報                                  

 
３－１ 各授業科目における到達目標の達成状況 
 
 学生が、個々の授業科目の履修の結果として「卒業認定・学位授与の方針」に定められた資質・能力を
獲得してゆく過程の全体的な状況を明らかにするため、入学年度別・年度毎の単位修得状況等を以下に示
します。 
 
► 入学年度別・年度毎の平均履修（修得）単位数について 
＜学部＞ 
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＜修士・博士前期課程＞ 

 

＜博士後期課程＞ 
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３－２ 学修時間 
 
 学生が、学位プログラムが期待する水準の資質・能力を身に付けるための一般的な前提条件を満たして
いるかを明らかにするため、学生が授業内及び授業外で取り組む学修の平均時間を以下に示します。 
 

► 学修に費やした時間の平均値及び分布について 
 ・各学期に実施されている授業評価アンケートより 
「この授業に関する通常授業期間の学修時間（授業時間を除く、１週間あたりの平均）」について 

 

・令和 4年度前期・後期 授業評価アンケート「授業に関する通常授業期間の学修時間について」より集計 
 
３－３ 教員一人あたりの学生数 
 
 学生数に対して十分な教員を確保することで、密度の濃い授業や丁寧な履修指導が可能な環境である
ことを明らかにするため、学生数に対して十分な教員を確保していることを以下に示します。 
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 ４．卒業時・卒業後の情報                             

 
４－１ 学位の取得状況 
 
 学生が、個々の授業科目の履修の結果として、「卒業認定・学位授与の方針」に定める資質・能力を備
えていることを明らかにするため、学生が取得した学位に関する情報を以下に示します。 
 
► 学位の名称と授与者の数について 
 ・年度ごとの学位取得者数（各年度末日 3/31 時限） 
＜学部・学環＞ 

 
 
＜修士・博士前期課程＞ 

 
 
＜博士後期課程＞ 
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４－２ 学生の成長実感・満足度 
 
 学生が、「卒業認定・学位授与の方針」に定められたそれぞれの資質・能力をどの程度身に付けられて
いるか等に関する学生の主観的な評価を明らかにするため、また、「卒業認定・学位授与の方針」に定め
られた資質・能力の育成に関してどのような評価を受けているのかを明らかにするため、卒業・修了者を
対象にアンケートを実施しています。令和４年度からは全学統一のアンケート項目とし、「卒業認定・学
位授与の方針」に対しての認知度・達成度・感想等についてアンケートを実施しました。結果の概要は以
下のとおりです。 
 
実施期間：令和５年１月～２月 
実施方法：moodle のアンケート機能にて実施 
回答率 ：全体８２．９％（卒業・修了者１，１６７名中９６７名回答） 
        教育学部               １００％ 
        経済学部              ９５．８％ 
        システム工学部           ７０．６％ 
        観光学部              ５３．４％ 
        教育学研究科（教職開発専攻）     １００％ 
        経済学研究科             １００％ 
        システム工学研究科（博士前期課程） ８１．１％ 
        観光学研究科（博士前期課程）    ８１．８％ 
        システム工学研究科（博士後期課程） ６６．７％ 
        観光学研究科（博士後期課程）    ５０．０％ 
 
► 和歌山大学での教育内容全体の満足度について 
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＜教育学部・教育学研究科＞ 

 
＜経済学部・経済学研究科＞ 

 
＜システム工学部・システム工学研究科＞ 
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＜観光学部・観光学研究科＞ 
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４－３ 進路の決定状況等の卒業後の状況（就職率や進学率等） 
 
 大学が、就職や進学等を希望する学生に対して進路を保証できているかを明らかにするため、卒業
生・修了生の就職率及び進学率を以下に示します。 
 

► 卒業生・修了生の進路状況について 
＜学部＞ 

 
 
＜大学院研究科＞ 
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４－４ 卒業生からの評価 
 
 学位プログラムを通じて身に付けた資質・能力が、進学先や就職先でどのように役立っているかを、
進学・就職から一定期間経過した卒業生からの評価により明らかにするため、アンケートを実施してい
ます。令和４年度に実施したアンケートの概要については、以下のとおりです。 
 
アンケート対象：平成 31 年度卒業生・修了生（卒業・修了から 3 年経過） 
実施期間：令和５年１月１日～１月３１日 
実施方法：はがき郵送による案内、アンケートフォームによる回答 
回答率 ：11.5％（卒業者数からはがき未着数を除いた数を分母とした） 
 
アンケート対象：令和 3年度卒業生・修了生（卒業・修了から１年経過） 
実施期間   ：令和４年１２月２７日～令和５年１月３１日 
実施方法   ：COCO アカウントへのメールによる案内、アンケートフォームによる回答 
回答率    ：5.1％（COCO アカウントへの登録数を分母とした。登録率は 46.3％） 
 
► 和歌山大学の教育内容全体に対する満足度について 
＜教育学部＞                 ＜経済学部＞ 

 
＜システム工学部＞              ＜観光学部＞ 
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＜教育学研究科＞               ＜経済学研究科＞ 

 
＜システム工学研究科＞            ＜観光学研究科＞ 

 
 
► 和歌山大学での学びを通して①～⑦の資質や能力が身につきましたか。 
（学士課程） 
①幅広い教養や倫理性       
＜教育学部＞      ＜経済学部＞      ＜システム工学部＞     ＜観光学部＞ 

    
②知識や学力 
＜教育学部＞      ＜経済学部＞      ＜システム工学部＞     ＜観光学部＞ 
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③主体性 
＜教育学部＞      ＜経済学部＞      ＜システム工学部＞     ＜観光学部＞ 

    
④創造力 
＜教育学部＞      ＜経済学部＞      ＜システム工学部＞     ＜観光学部＞ 

    
⑤実践力 
＜教育学部＞      ＜経済学部＞      ＜システム工学部＞     ＜観光学部＞ 

    
⑥コミュニケーション力 
＜教育学部＞      ＜経済学部＞      ＜システム工学部＞     ＜観光学部＞ 

    
⑦多角的な思考力 
＜教育学部＞      ＜経済学部＞      ＜システム工学部＞     ＜観光学部＞ 
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⑧ICT 機器の活用能力や情報リテラシー 
＜教育学部＞      ＜経済学部＞      ＜システム工学部＞     ＜観光学部＞ 

    
 
（修士・博士課程） 
①高度な専門知識を獲得し、それを深める力 
＜教育学研究科＞    ＜経済学研究科＞    ＜システム工学研究科＞  ＜観光学研究科＞ 

    
②高い人権意識や倫理観  
＜教育学研究科＞    ＜経済学研究科＞    ＜システム工学研究科＞  ＜観光学研究科＞ 

    

③課題解決能力 
＜教育学研究科＞    ＜経済学研究科＞    ＜システム工学研究科＞  ＜観光学研究科＞ 

    
④リーダーシップを発揮する力  
＜教育学研究科＞    ＜経済学研究科＞    ＜システム工学研究科＞  ＜観光学研究科＞ 
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⑤平易かつ論理的に表現し、発信する力  
＜教育学研究科＞    ＜経済学研究科＞    ＜システム工学研究科＞  ＜観光学研究科＞ 

    
⑥分析し、改善・応用する力 
＜教育学研究科＞    ＜経済学研究科＞    ＜システム工学研究科＞  ＜観光学研究科＞ 

    
⑦コミュニケーション力  
＜教育学研究科＞    ＜経済学研究科＞    ＜システム工学研究科＞  ＜観光学研究科＞ 
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４－5 卒業生に対する期待 
 
 学位プログラムを通じて身に付ける資質・能力が、企業のご担当者様から本学卒業生にどのよう 
な資質や能力を期待するかを合同企業説明会参加企業にアンケートを実施しています。 
令和４年度に実施したアンケートの概要については、以下のとおりです。 

 
アンケート対象：合同企業説明会参加企業 
実施期間：令和５年 2月 13 日～3 月３１日 
実施方法：Microsoft Forms のアンケート機能による実施 
回答率 ：280 社（うち、本学卒業生が在籍している企業 86.8％） 
 
► 和歌山大学生の採用に当たって、資質や能力をどの程度重視されているかについて 

 
► 今後、和歌山大学ではどのような力を育成する教育の充実が望ましいかについて 

 


